
■米国：DRに対する FERCの権限を強化する法案が提出 

2014年 12月 9日付の報道によると、Martin Heinrich上院議員（民主党、ニューメキシ

コ州選出）は、デマンドレスポンス（DR）に対する FERCの権限を明確にする法案（S.2947）

を同氏が所属するエネルギー・天然資源委員会に提出した。これは、2014年 5月に控訴裁

判所がオーダー745（電力量市場で DRに電源と同一条件での競争を認めるもの）に対する

無効判決を下したことが発端となっている。同法案は連邦動力法（FPA）の用語の定義に

DRを追加するとともに、DRが FERCの権限内であることを明確にするものである。これ

を受けて大統領法律顧問である John Podesta氏は、「ホワイトハウスとしても、DRの規制

権限は FERC にあると信じており、裁判所の判断は誤りであると考えている。今後の裁判

手続きの行方によっては、法的手続きも視野に入れなければならない」と述べている。 

 


